
漢
方
関
係
学
会
・
研
究
会
予
定　
（
4
月
）

　

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
通
常
の

開
催
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
習
得
し
た
Ｗｅ
ｂ
開
催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
開
催
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、２
０
２
４
年
４

月
に
開
催
ま
た
は
中
止
の
連
絡
を
頂
い
た
会
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他

の
会
に
関
し
ま
し
て
は
事
前
に
各
連
絡
先
ま
た
は
事
務
局
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

　

尚
、各
会
ご
担
当
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、令
和
６
年
度
４
月
以
降
の
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
当
編
集
局
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
日
本
東
方
医
学
会
第
18
回
中
医
学
研
修
講
座
─
基
礎
の
部

日　

時　

４
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

内　

容　

研
修
科
目
：
中
医
学
の
基
本
的
な
考
え
方
「
西
洋
医
学
と
は
異
な
っ
た

視
点
で
人
体
を
捉
え
る
と
臨
床
の
幅
が
広
が
る
」、
脈
診
「
西
洋
医
学

と
は
異
な
っ
た
中
医
学
的
な
脈
の
診
か
た
を
知
る
」（
長
瀬
眞
彦
）

共　

催　
（
株
）ツ
ム
ラ

事
務
局　
（
一
財
）東
方
医
療
振
興
財
団
事
務
局 

FAX
０
３
・
６
２
６
４
・
３
０
１
６

E-m
ail

：gakkai@
jptoho.or.jp

●
日
中
医
薬
研
究
会
関
西
支
部
４
月
月
例
研
究
会

日　

時　

４
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
２
時

会　

場　
Ｚｏｏｍ
に
よ
る
例
会

内　

容　

古
典
研
究
：
傷
寒
金
匱
の
流
れ
に
つ
い
て
、
繁
用
処
方
解
説
：
痺
症
の

漢
方
薬
、
皇
漢
医
学
：
竹
葉
石
膏
湯
～
、
平
成
薬
証
論
：
竹
葉
、
竹
筎
、

等　

他

解
説
／
田
中
英
樹
他

事
務
局　

田
中
余
以
徳
斉
薬
局
（
三
重
県
名
張
市
榊
町
１
４
０
１
─１
）　

☎
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
３
８ 

FAX
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
６
８

●
第
686
回
広
島
漢
方
研
究
会
月
例
会

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
２
単
位
）

日　

時　

４
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
半
～
午
後
０
時
半

会　

場　

広
島
県
薬
剤
師
会
館
２
Ｆ
・
ふ
た
ば
ホ
ー
ル
（
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
）

内　

容　

開
業
医
の
エ
キ
ス
漢
方　

令
和
６
年
（
川
中
武
司
）、『
勿
誤
薬
室
方
函

口
訣
』
講
義　

桂
枝
加
芍
薬
大
黄
湯
よ
り
（
山
崎
正
寿
）

主　

催　

広
島
漢
方
交
流
会

共　

催　

一
般
社
団
法
人
日
本
生
薬
学
会

連
絡
先　

鉄
村
☎
０
８
２
・
２
３
２
・
７
７
５
６E-m

ail

：info@
tetsum

ura.jp

●
第
51
期
東
海
漢
方
入
門
講
座
４
月
講
座

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

日　

時　

４
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
半
～
午
後
４
時
半

会　

場　

名
城
大
学
八
事
キ
ャ
ン
パ
ス
（
予
定
）

内　

容　

総
会
、漢
方
薬
の
基
礎
か
ら
現
代
医
学
的
な
応
用
に
つ
い
て
（
吉
田
将

士
）、
特
別
講
演
「
中
薬
学
概
論　

四
気
五
味
・
昇
降
浮
沈
・
帰
経
か

ら
方
剤
ま
で
」
～
桂
枝
湯
及
び
臨
床
応
用
～
（
高
橋
揚
子
）

事
務
局　

東
海
漢
方
協
議
会
事
務
局
・
大
晃
生
薬（
有
）内（
名
古
屋
市
千
種
区
）

☎
０
５
２
・
７
２
２
・
２
２
０
５
東
海
漢
方
協
議
会
HP
「
お
問
い
合

せ
フ
ォ
ー
ム
」
よ
り

●
第
30
回
東
京
漢
方
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
４
月
講
座

・
研
修
認
定
薬
剤
師
制
度
認
定
対
象
集
合
研
修
会

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
研
修
対
象
講
座
（
３
単
位
）

日　

時　

４
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
半
～
午
後
４
時
55
分

会
場
受
講（
先
着
30
名
ま
で
）と
、
Ｚｏｏｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講（
人
数

制
限
な
し
）の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｇｏｏｇ
ｌｅ



フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
。（
申
込
み
な
し
の
当
日
参
加
不
可
）

会　

場　

早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場
第
１
会
議
室
（
新
宿
区
西
早
稲
田
１
─20
─14
）

内　

容　

漢
方
の
初
歩
：
陰
陽
虚
実
、
三
才
、
五
行
（
鈴
木
達
彦
）、
生
薬
解
説
：

生
薬
流
通
新
情
報
事
情
（
宮
嶋
雅
也
）、
処
方
解
説
：
総
会
、
康
治
本
傷

寒
論
解
説
：
傷
寒
論
87
（
中
川
智
代
）、
臨
床
他
：
証
と
薬
理
作
用
─Ⅰ

（
石
毛
敦
）

連
絡
先　

二
宮
理
摩
：
☎
０
９
０
・
４
３
９
２
・
７
１
２
９

E-m
ail

：tokyokanpou@
yahoo.co.jp

●
藤
門
会

日　

時　

４
月
20
日
（
土
）
午
後
２
時
～
午
後
６
時

会　

場　

全
水
道
会
館
５
階
（
東
京
都
文
京
区
本
郷
１
─４
─１
）

会
場
と
Ｚｏｏｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

内　

容　

症
例
・
研
究
報
告
（
岡
崎
仁
子
）、
奥
田
先
生
の
「
温
疫
論
講
義
」（
頼
建

守
）、
嘉
子
の
部
屋
（
高
木
嘉
子
）、
古
訓
医
伝
「
医
学
警
悟
」（
小
林
瑞
）

連
絡
先　

ジ
ェ
ー
ピ
ー
エ
ス
製
薬（
株
）内　

藤
門
会
事
務
局

☎
０
４
５
・
５
９
３
・
２
０
６
１ Em
ail

：shonisitagau@
tom

onkai.com

●
温
知
会
月
例
会
４
月
講
義
（
第
660
回
）

日　

時　

４
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

湯
島
聖
堂
：
斯
文
会
館
（
文
京
区
湯
島
１
─４
、
お
茶
の
水
駅
至
近
）

内　

容　

生
薬
解
説
：
清
熱
解
毒
薬　

蒲
公
英
・
射
干
・
山
豆
根
（
小
根
山
隆
祥
）、

『
翻
刻
宋
版
傷
寒
論
』
可
不
可
篇
：
211
～
231
条
（
松
井
り
か
）、
症
例
検

討
：
演
題
未
定
（
原
田
佳
尚
、
下
村
貴
子
）、
自
由
演
題
：
演
題
未
定
（
山

岡
傳
一
郎
）

問
合
せ　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
に
て
連
絡

●
福
岡
医
師
漢
方
研
究
会
４
月
総
会

日　

時　

４
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

福
岡
朝
日
ビ
ル
地
下
１
階　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
参
加
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

内　

容　

総
会
、
特
別
講
演
：
江
戸
期
の
仲
景
医
籍
研
究
（
真
柳
誠
）

共　

催　
（
株
）ツ
ム
ラ

問
合
せ　

詳
細
は
協
賛
漢
方
メ
ー
カ
ー
（
ツ
ム
ラ
、
大
杉
製
薬
、
小
太
郎
、
ク
ラ
シ

エ
）
の
担
当
者
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

●
京
都
漢
方
研
究
会
第
34
期
４
月
講
座

日　

時　

４
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　

場　

会
場
受
講
と
Ｚｏｏｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

講
座
会
場
：
京
都
薬
科
大
学
愛
学
館
「
愛
学
ホ
ー
ル
」（
京
都
市
山
科
区
）

内　

容　

第
１
講
・
総
会
、
第
２
講
・
特
別
講
演　

急
性
期
医
療
に
お
け
る
漢
方

の
役
割
（
加
島
雅
之
）、第
３
講
・
特
別
講
演　

情
報
収
集
か
ら
治
療
へ
、

経
絡
の
知
識
か
ら
も
処
方
を
考
え
る
（
竹
本
喜
典
）

事
務
局　

松
田
久
司
☎
０
８
０
・
６
８
６
６
・
６
９
３
２
、
０
９
０
・
９
６
２
４
・

１
６
６
９ 

FAX
０
７
５
・
７
６
２
・
５
６
１
２
（
細
野
医
院
内
松
田
宛
）

E-m
ail

：m
atsuda_134@

outlook.jp

●
日
本
漢
方
協
会
漢
方
総
合
講
座
（
第
34
回
）
４
月
講
座

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

日　

時　

４
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
10
分

会　

場　

全
水
道
会
館
４
階
（
文
京
区
本
郷
１
─４
─１
）

内　

容　

基
礎
理
論
：
開
講
の
挨
拶
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
三
上
正
利
）、
傷
寒
論
入

門
：
傷
寒
論
と
は
（
今
井
淳
）、
最
前
線
の
漢
方
臨
床
：
二
味
漢
方
の
実

臨
床
（
大
友
一
夫
）、
漢
方
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
酒
は
百
薬
の
長
─医
食
同
源

の
諸
相
（
真
柳
誠
）

事
務
局　

一
般
社
団
法
人
日
本
漢
方
協
会（
墨
田
区
両
国
２
─17
─19
Ｐ
Ａ
Ｚ
両
国
６

階
）
☎
／
FAX
０
３
・
６
６
５
９
・
９
９
８
０
平
日
（
月
～
木
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時
迄　

E-m
ail

：j.kam
po@

jeans.ocn.ne.jp

●
日
本
東
方
医
学
会
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
め
ざ
す
中
医
学
研
修
講
座

日　

時　

４
月
27
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

1（x） 漢方の臨床　第 71 巻第 2号（2024）

『漢方の臨床』誌に対するアンケート

本誌は昭和 29 年創刊以来、本年で 71 年目を迎えます。この長きにわ
たって刊行を継続できましたのは、会員、協賛企業のお蔭であります。深く
感謝申し上げます。本誌は臨床報告のみならず、漢方に関わるさまざまな記
事を掲載して参りました。このたび今後の誌面作りに役立てたいと、会員の
先生方が考える興味深い企画や記事、本誌への期待などのアンケートを実
施することとなりました。ぜひ、下記 QR コード（アンケート：google form）より、
アンケートにご回答ください。何卒よろしくお願い申し上げます。

編集長 中島正光

〔アンケート内容〕
会員の年代・東洋医学歴・勤務地・西洋医学的専門領域、
興味深い企画・記事、今後期待する企画など アンケート

（外部サイト）



会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

内　

容　

講
義
内
容
：
医
師
が
伝
え
る
漢
方
エ
キ
ス
剤
に
よ
るcom

m
on disease 

へ
の
対
応
─症
例
検
討
し
な
が
ら
漢
方
薬
の
鑑
別
を
学
ぶ
─（
長
瀬
眞
彦
）

共　

催　

ク
ラ
シ
エ
薬
品（
株
）

事
務
局　
（
一
財
）東
方
医
療
振
興
財
団
事
務
局 

FAX
０
３
・
６
２
６
４
・
３
０
１
６

E-m
ail

：gakkai@
jptoho.or.jp

●
柿
田
塾
４
月
度
定
例
会

「
柿
田
塾
定
例
会
の
再
開
は
今
の
と
こ
ろ
未
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
柿
田
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
」

連
絡
先　

お
の
こ
ろ
治
療
院
内
柿
田
塾
：
兵
庫
県
淡
路
市
志
筑
１
１
３
８
─６

☎
０
７
９
９
・
６
２
・
０
９
９
０

（
以
上　

敬
称
略
）

　
　

注
意
：
各
会
の
参
加
要
件
・
参
加
費
用
等
は
個
々
に
異
な
り
ま
す
の
で

必
ず
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

1（x） 漢方の臨床　第 71 巻第 2号（2024）




